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＊関心を持った項目をいくつでもチェックして下さい。

1.子どもの養育と社会化について
□子どもの「養育」とは、子どもの生活について社会通念上必要とされる監督・保護を行っている状態をいう。従って、児童手当は、親であっても子どもの監督・保護をしていない場合には支給されない。
□養育支援（訪問事業）とは、養育に支援が特に必要な家庭を保健師・保育士・ヘルパー等が訪問し、お手伝いする事業をいう。
□社会化（Socialization）とは、子供や、その社会の新規参入者が、その社会の文化、特に価値と規範を身に付けることをいう。
□第1次社会化は幼児期から児童期。言語や基本的な生活習慣の習得。担い手は主に家族。一般に母親との1対1の関係から始まる。

□第2次社会化：児童期後期から成熟期。社会的役割の習得。担い手は家族から学校・同世代・メディア・職場など。
□子育てに必要な費用（0歳～22歳まで）の合計は最低でも1人3000万円ほどかかるが、その85%程度は無償化される可能性がある。
□日本の保育利用率は64.3%（0－4歳人口）、定員充足率は89.1％。少子化で子どもの数は減ってゆくので、いずれ100％になる可能性がある。
□「子どもの養育の社会化」が進めば親子の経済的・時間的結びつきは弱まる。
２老親の扶養について
□親が70歳以上の「老人扶養親族」(本人の公的年金等の収入金額が158万円以下)である場合、子は同居老親等58万円、同居老親等以外48万円の扶養控除が、課税所得が減額される。
□老人（老親）の介護には、家族介護のみでなく、介護保険制度の利用（介護サービス：居宅・地域密着型・居宅介護支援・介護保険施設など）も可能となっている。
□高齢者の介護が問題化したの高齢化率が7％を超えた1970年代以降であり、それ以前は高齢者の貧困問題の方が深刻だった。
□昔は高齢者は少数の例外的存在。仮に介護が必要となっても、その期間は短く、人手は十分にあった（相対的に）。お年寄りは知識と経験の宝庫（人間データベース）。歴史・文化の伝承者。特に無文字社会では重要な存在だった。
□一般世帯に占める高齢者世帯の割合は、2020年の37.6%から2050年には45.7%。一般世帯の半数近くが高齢者世帯となり前期より後期高齢者世帯の方が多くなる。
□一般世帯に占める65 歳以上の単独世帯の割合も、2020年の13.2%から一貫して上昇し、2050年には20.6%へ。独居老人が多くなり、彼らの多くは家族や親戚を持たない。このため家族の介護機能は期待できない。
